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屋の一角には、購入されたおもちゃと学生 図 1 模擬保育室 







 2016 年度のひろばは、8 回開催された（表 1）。内容は教員の持ち回りで企画し、各々の専
門性や興味関心に基づき、15 分から 1 時間程度の長さで実施した。 








③は、保育実習指導 II であり、学生に乳幼児に関わりながら子どもの発達について考察する 
表 1 2016 年度 活動内容 





















 2016 年度にひろばを利用した 208 名および 2017 年度の 11 月までにひろばを利用した
222 名の保護者（大人）が調査対象であった（表 3、4）。回答率は 2016 年度が平均 75.8％
（124 名）、2017 年度が平均 70.2%（150 名）であった。なお、ひろばを複数回利用している
者に対しても毎回調査への回答を求め、その都度分析対象とした。通年での新規利用者は、
2016 年度が 40 名、2017 年度が 96 名であった。2016 年度から 2017 年度にかけての継続利












 来室直後あるいは終了時刻間際に質問紙を配布、退室前に回答を求めた。2017 年度の 5 月






表 3 調査対象者（2016 年度） 




















① 年齢：保護者の年齢は、2016 年度は、大半が 20 台後半から 30 台（74.8%）に分布し、
2017 年度は 30〜34 歳（42.0%）に半数近くが分布した（表 5）。子どもの年齢は、2016 年度










表 4 調査対象者（2017 年度） 
表 7 保護者と子どもの続き柄（人数） 
表 5 年齢（保護者） 







③ 子どもの性別： 2016 年度、2017 年度共に、男女半数程度ずつであった（表 8）。 









⑤ 居住地域：2016 年度、2017 年度共に、宇都宮市内の短大に隣接する地域からの利用が
半数近くを占め（44.1%、41.3％）、宇都宮市外からの利用も 3 分の 1 程度見られた（表 10）。
市外からの利用はイベント時に特に多く、日常的には近隣住民の利用が多いと言える。 
⑥ 母親の就業状況： 2016 年度、2017 年度共に、大半が就業無であった（79.5%、73.3％）
（表 11）。就業有の内、半数以上が正社員（69.6%、56.7%）であり、43.2％（2017 年度）は
産休/育休を取得中であった。 




① 利用回数： 2016 年度、2017 年度共に、新規利用者は１年を通して見られたものの、年
度始めの頃と学生主体や外部団体の回などのイベント時に多い傾向が窺えた（表 12、13）。
それ以外の回では、2 回以上利用している保護者の割合が多く、特に、2017 年度は、10 回以
上利用している保護者も増え、ひろばの利用がある程度保護者に定着していることが明らか
になった。 
表 8 子どもの性別（人数） 表 9 子どもの出生順位 
表 10 居住地域 





















2016 年度は合計 139 件、





理解」を付け加え、最終的に 12 の分類を見出した（表 16）。 







表 13 利用回数（2017 年度） 
表 14 わいわいひろばを知った経緯（件数、複数回答） 
表 12 利用回数（2016 年度） 























 次に、今後のひろばの展開上、運営体制が今後も大きな課題である。2016 年度、2017 年
度と、受付や立ち会い等のひろば開催中の事務的な業務は教員が持ち回りで負担する方法を
試みた。2017 年度に行った教員の振り返りでも、ひろばの運営業務は必ずしも教員の教育、
表 16 感想 
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